
ルールとコミュニケーションで
職場の様々なリスク回避を目指す
～ルールや罰でも減らない現場リスクを組織改革で叶えた風土戦略とは～
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問題・事故・クレームの部分
相手に損害を与えたこと

ヒヤリハットの部分
相手に損害は与えていないが
ミスなどで迷惑をかけた

重大な事故で大損害を与えた

ミスを起こしそうなことに途中で
気付きシェアや対策ができた★予防策★改善案



豊かな人生を送るために
豊かな仕事観を揃える

ベース理論：成功循環モデル
マサチューセッツ工科大学 ダニエル・キム教授より

1. ［関係の質］（ルールとコミュニケーション）
お互いを尊重し分かりあり
コミュニケーションがある

2. ［思考の質］（フィロソフィとポジティブ）
想いが共有され助け合う思考、
前向き・当事者意識が芽生える

3. ［行動の質］（役割とマニュアル）
自分の役割が分かる
求められている質や手順が分かる

4. ［結果の質］（ふりかえりとフィードバック）
行動をふりかえり、次回につなげている



▶フィードバック（声掛け）
昇進・評価と対価

▶自己満足
感謝、買い物、旅行
送りたい生活、達成感など

▶社会(他者)貢献
誰かのため
社会が良くなる

▶所属欲求（居場所）
役割・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

▶安心安全
悪口・否定・曖昧

▶労務の順守
休憩、残業、有給等

無いと下がる
＝職場問題

自己超越目標
あると上がる
＝本人の問題



自己超越目標

自分の人生を豊かに
幸せの強化で変わる部分
→キャリアパスの多様化
→役割のバリエーション

コミュニケーションの
強化で変わる部分
→中堅教育
→ﾁｰﾑﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

曖昧さを減らしルールを
整備して変わる部分



０値ボーダーライン/ルール

基準値（品質）/マニュアル

マイナスエリア
事故やトラブルが起きる

強み・得意・好きを活かした
スキルアップ

法人の
方向性



2004

2009.10.15
Twitter

mixi

2008.6.9
iPhone3G

SNS時代へ

量を占める
団塊の世代の引退



VUCA ブーカの時代
Volatility（変動性）どんどん変わる
Uncertainty（不確実性）どれも当たる
Complexity（複雑性）色々関わってる
Ambiguity（曖昧性）かもしれない

常識、ニーズ、科学、歴史の更新頻度が高い

予測不能で正解のない時代
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ノンアサーティブ
主張しない

相手に合わせる
我慢する

アサーティブ
相手の気持ちに配慮しつつ、

自分の気持ちも話せる

アグレッシブ
自分の主張が先
ズバズバ言う

思い通りにしたい

Iメッセージ
私は・・・
×みんなは・・・
×～という人も

願う気持ち
～して欲しい
×～すべき
×～しなさい

違いを伝える
私の考えとは違うかな
×そんなのダメだよ
否定の代わりに使う 肯定的な提案

その考えもいいね。
○○は、どう？









稼いだお金で幸せになるのではなく
長い時間過ごす職場が豊かであれば
自然と人生も素敵になっていく！







欲しいモノ
（物、車、家など）

１年後

３～５年後

１年後

３～５年後

こんな人になりたい
（外見・内面・ココロ）

やってみたいコト
（趣味・旅行・体験・挑戦）

１年後

３～５年後

１年後

３～５年後

なりたい状況
（過ごし方・つながり・家族）









企業理念 ～自社の存在意義～

「明日も嬉しくなる社会づくりに貢献する」

明日が待ち遠しい。そんな気持ちを思い出してほしい。
明日、出来るかもしれない。明日、また会えるかもしれない。明日も同じ日が続いたらいいな。
人は明日に言い表せない豊かさがあることを知っている。
明日が待ち遠しいと思える次代をつくる存在でありたい。

事業コンセプト ～事業の中心となる考え～

「医者では無い私たちも患者を減らす」

早期発見、早期治療は患者を不幸にしない第一歩であると信じている。
人は生きていれば患う事も大なり小なりあると思う。
今の医療進歩は進んでいる。早く見つけ早く治すことが昔よりも可能になった。
その為に、私たちが出来る、病院に行くきっかけつくりや、治療に前向きになれる環境作りも大
切な医療だと信じて。

人財理念 ～どのようなことを大切にするチームか？～

「人生における充実感を大切にし
互いの価値観を尊重し協力する」

行動指針 ～どのような考えで行動すべきか～

「本質と礼節、そして充実感」





「現場のたたき上げ」
衣類のリユースショップのマネージャーから会計事務所に転身し上場
企業の経営企画室にて１００店舗の戦略とIRを経験したのち独立。

前身

信念

「医者では無いが患者を減らす」
医者の家庭環境が影響して自分が今まで現場で培ってきたマーケティ
ングとチームビルディングを活かし医療機関の運営を支えることで
地域の早期発見早期治療につなげ地域の健康に役に立ちたい。

「本質に向き合う」
ただ儲かれば良いという発想ではなく本当に必要としている事に着目。
固定概念ではなく人生の充実感に向き合い心の豊かさを大切にする。

専門性

「愛知淑徳大学 ビジネス学科 研究室保有 非常勤講師」2021.3迄
チームビルディングが与える生産性について研究するゼミを保有。
未来を創るのは教育も大切だと感じ学生に対して未来への希望を高め
る授業を意識して行う。高校や中学校への講演も毎年行っています。

中小企業庁に登録した専門家として全国の医療機関を支援。
旧ミラサポ時代では実績回数８３回、特に銀行からの紹介が９０％を
超え派遣先の評価は4.8/5.0と高評価、申請機関からの評価は5.0/5.0と最
高得点を維持している。
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